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盛大に開かれた相原駅開業１００周年フェスタ 

 横浜線開通・相原駅開業１００周年を祝う

イベントが９月２３日に開かれました。当日

は、好天にも恵まれ多くの相原住民に参加し

ていただき、盛大に行うことができました。

同フェスタは、相原まちづくり協議会が事務

局になり、相原地区連合町内会、（財）相原保

善会、相原中央公園建設促進委員会、青少年

健全育成相原地区委員会、スポーツ広場運営

委員会、町田市老人会境支部と一緒に横浜線

開通・相原駅開業１００周年実行委員会（杉

崎太吉委員長）を組織して実施したものです。 
  メイン会場は駅西口広場で行いました。相

原鼓笛隊による行進のあと、舞台では午前１

０時から記念式典がありました。杉崎太吉実

行委員長のあいさつのあと、岩崎治考・町田

市副市長、井上正行・市議会議長等の来賓の

あいさつがありました。この後、交通評論家

のサトウマコトさんから「横浜線１００年」

の講演会がありました（講演内容は５面に）。 
  午前１１時半から相原幼稚園の合唱、大戸

小学校の合唱、相原小学校音楽クラブの合唱、

同２年２組のダンス、堺中学吹奏楽部の演奏、

陽田囃子保存会の囃子、武蔵岡中学吹奏楽部

の演奏、福前体操の健康体操・キッズダンス、

堺中学日本文化部の和太鼓演奏、あすなろ会

の大正琴・尺八、東京家政学院大学吹奏楽部

の演奏、雅武者の和太鼓演奏がありました。

最後に「ひよこ豆」

の演奏と歌があり、

観客と一緒に「夕焼

け小焼け」を合唱し

て終わりました。 
 西口広場では子ど

も用の「ふわふわド

ーム」のほか、各種

の模擬店が出ました。 
 東口広場ではミニ

ＳＬを走らせました。

子どもを乗せて煙を

吐きながら一周しま

す。子どもに大人気でした。 
 同じ東口広場で「子ども手形陶器プレート」

の作成を行いました。希望者が多く、開店す

る前から、親子ずれの長い行列ができました。

３００名と限定されているため、整理券を渡

して対応しました。粘土の手形プレートは天

日干しにした後、大地沢の窯で、１回３０時

間をかけて焼きました。完成したものは西口

広場にできる予定のモニュメントに張って保

存する計画です。 
 駅東口階段の壁に横浜線・相原駅写真展、

西口側階段の壁に「夕焼け小焼け」展や昔の

相原の写真を展示しました。多くの人たちが、

懐かしい駅舎や電車の写真に見入っていまし

た。また、「夕焼け小焼け」展では、童謡「夕

焼け小焼け」を作詞した中村雨紅が相原町と

関係が深いことを初めて知る人も多く、興味

深く見ていました。写真展は９月２1 日～９月

２８日まで展示しました。 
  橋上駅の通路では故・荒井秀雄さんが制作

した明治４１年の開通当時そのままの大戸踏

切付近に機関車・客車・貨車が境川の鉄橋に

さしかかる状況と駅付近の構造物を再現した

模型を展示しました。イベントの参加者だけ

でなく、多くの駅乗降客も見ていました。 
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（あいうえお順） 

（以上順不同） 

相原はもとより相原以外の地域からも大勢の方々からの 
ご協賛を受け賜わりました。皆様のご協力を得て、相原を 
挙げての盛大なイベントになりました。紙面にてお礼申し 
あげます。　
　　横浜線開通・相原駅開業100周年実行委員会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　杉﨑太吉 

敬称につきましては省略させていただきました 

ご協賛者一覧
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  当時は貨物量で沿線一位の相原駅でした 
 交通評論家・サトウマコト氏の講演内容は

以下の通りです。 
 以前、相原町に来たときに、たまたま車で

通りかかって荒井秀雄さんの横浜線開通当時

のミニュチュア蒸気機関車と客車、貨車を見

せてもらいました。今、堺市民センターに置

かれ、みんなが見られるようになっていると

聞きます（現在、武蔵岡小学校に）。このよう

な貴重なものが残っているのは相原だけです。

当時をほうふつさせてくれる、大変な財産で

す。 横浜線は明治４１年９月２３日に開通

しました。八王子に集まった生糸を横浜港に

運ぶためで、地域でお金を出し合って新設し

た私鉄です。横浜線の建設は明治２８年に申

請しましたが、当時、政府は富国強兵をとっ

ているため、なかなか許可しませんでした。

５度目の申請で、やっと許可されました。 

大正６年に国が買い上げ、国有化になりまし

た。相原駅は津久井郡から蒔（まき）、炭、木

材、農産物を運び出す駅でした。相原駅は貨

物の出荷量では沿線だんとつ一位でした。 
 相原の鉄道に関することでは大正から昭和

にかけて、南津（なんしん）電気鉄道構想が

ありました。これは聖蹟桜ヶ丘－鑓水－相原

－津久井を結ぶ路線です。途中まで線路が敷

かれましたが、昭和恐慌に遭遇して実現しま

せんでした。  
  寒川にある砂利を東京に運んで売り、その

カネで相模原線は昭和６年に橋本駅まで開通

しました。ガソリンカーを導入の時に八王子

駅まで乗り入れました。八王子から茅ヶ崎の

海水浴に行くことが出来るようになり、好評

でした。 

＜ 雑感 ＞ 
 ○‥９月２３日は台風の接近などで前日ま

で雨が降り、当日の天気が心配されましたが、

朝から台風一過のような青空で、ホッとしま

した。相原駅は、自動車が普及するまでは鉄

道が唯一の移動手段であり、相原住民の玄関

口として１００年の歴史を刻んできました。

われわれはイベントに展示するため明治、大

正、昭和の駅周辺の写真を集めようとしまし

た。しかし、戦前の写真の入手の難しさをつ

くづく感じました。戦前は一般の人はカメラ

を持っていませんから、写真といえば記念写

真が中心です。「あいとぴあ」で写真を募集し

ましたら、中村地区の押田源次さんから、昭

和１５年、１６年頃の駅の写真の提供があり

ました。昔の駅舎、駅前に日の丸の国旗、駅

から降りてきた学生、うしろの山も写ってい

ます。これは、太平洋戦争に出征する人に持

たせた写真とのことでした。多分、戦場で、

この写真を見て、相原の故郷を思い出してい

たに違いません。それだけ駅は町のシンボル

だったのではないでしょうか。この写真は貴

重なもので、今回のイベントのポスターに使

わしてもらいました。 
  ○‥「夕焼け小焼け」展は大きな反響を呼

びました。まちづくり協議会では「夕焼け小

焼け研究会」を立ち上げたばかりであり、こ

れから、さらに研究を続ける予定です。今回

の展示に当たり、八王子市にある「夕焼け小

焼けの里」や、中村雨紅が養子にきた中相原

の中村家の富江さんに、お会いして、お話を

伺いました。また、中相原の北島一夫さんか

らも話を聞く機会がありました。 
 中村雨紅は厚木市の高校の先生をして、厚

木市で亡くなっています。このため、厚木市

では夕焼け小焼けの碑をたて、中村雨紅の童

話などを出版しています。厚木市中央図書館

には、郷土の文化人として、作家・和田伝と

中村雨紅のコーナーがあります。多くの雨紅

の文献や写真が展

示してあります。 
 これに対して町

田市は雨紅に関す

る資料はなにもあ

りません。せめて、

将来、堺市民セン

ターに雨紅コーナ

ーを設けてもらう

よう、研究成果を

積み重ねていきた

いものです。   中村雨紅 
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大盛況だった「相原ふれあいフェスティバル」 
 「みんな集まれ相原

人間大集合」をテーマ

に相原地区連合町内会

主催の「相原ふれあい

フェスティバル２００

８」が１０月１２日、

相原中央公園で開かれ

ました。今年は町田市

制５０周年でもあり、

記念事業の１つとして

特設展示ブースも設けました。当日は晴天で

中央公園が家族ずれの相原住民で埋め尽くさ

れ楽しい１日を過ごしました。約 7800 人の参

加者がありました。 
 メイン会場は芝生広場で、奧に舞台が設置

され、多くの模擬店が並び、フリーマーケッ

トも開設され、ふわふわドームも設置されま

した。舞台では吹奏楽演奏、民謡、和太鼓、

ダンスなど各種の催しが行われました。多目

的広場ではスポーツ、日曜大工など多くのイ

ベントがありました。作業棟西側では、坂下、

陽田、中相原、大戸の囃子がありました。最

後に自転車や米などが当たる抽選会がありま

した。 

・・・相原を守る消防団・・・ 
第 5 部(中相原)の詰め所と第 4 部(仲町)の消防車と照明車が新しくなりました。 
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野
駅
長
が
兼
ね
て
い
ま
す
）
の
出
席
を
要

請
し
ま
し
た
が
、
出
席
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｊ
Ｒ

駅
の
一
０
０
周
年
を
地
元
の
人
が
祝
う
記
念
行

事
で
す
か
ら
、
本
来
は
率
先
し
て
参
加
す
る
の
が

常
識
で
す
が
、
な
ぜ
、
出
席
で
き
な
い
の
か
、
理

解
に
苦
し
み
ま
す
。
結
局
、
Ｊ
Ｒ
関
係
者
は
誰
も

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
民
営
化
し
て
二
十
一
年
た
っ

て
も
、
地
元
を
ま
っ
た
く
無
視
し
た
国
鉄
以
上
の

官
僚
体
質
に
あ
き
れ
る
ば
か
り
で
す
。 

た
だ
し
相
原
駅
職
員
の
方
々
は
大
変
協
力
的
で

し
た
。 


